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第 1章では、問題意識と本研究の目的を明確にした。第 2章では、MOT (Management of 
Technology) の視点から、イノベーション過程に焦点をあて、実際の R&Dや技術探索の現
場で生まれる課題や制約を明らかにし、新技術の探索方法とこれに関する技術選択基準の
検討を行い、従来の理論との接合を試みた。技術獲得の際に考慮すべき要素として、①獲
得しようとする技術の競争力、②R&Dのために投下する資源、③開発に伴うリスク、④技
術を獲得するまでの期間の 4 点を取り上げ、自社内での技術獲得と外部資源の活用による
獲得のメリット、デメリットを比較検討した。次いで、この 4 要素を基準に、技術獲得ス
テップをフローチャートに示した。さらに、この視点から、INAX社の住宅トイレ「プロガ
ードトイレ」の開発における技術獲得プロセスを分析した。 
第 3章では、INAX社のユニットバスルーム床材「サーモフロア」の開発プロセスを分析
し、従来のノン・リニア・モデル（Klineの連鎖モデル）を拡張した新たな製品開発プロセ
ス・モデルを導出した。製品コンセプト・技術開発の段階では、既存のマーケティング・
モデル、エンジニアリング・モデルといったリニア型の開発でなく、マーケティングと技
術研究の相互関連のなかから、商品コンセプトとそのための技術が形成された。このよう
な商品開発プロセスは、MOTに立脚した連鎖型といえるものであり、従来のノン・リニア
型の代表である Kline の連鎖モデルをより一般化し、リニア型のマーケティング・モデル
とエンジニア・モデルをも包含する新しいタイプのものである。 
第 4 章では、ビジネスモデルのイノベーションにも注目し、住友不動産社の住宅リフォ
ーム事業の形成プロセスを分析し、成功要因を抽出した。住宅リフォーム事業は、住宅産
業のなかで、最も技術による差別化が難しい分野であり建て替えが検討される住宅まるご
と一軒を床面積に応じた定価でリフォームするという新しいビジネスモデルを創出し、大
手住宅メーカーの新築住宅事業をしのぐ売上高、利益率を獲得するまでに成長した。 
第 5章（最終章）では、本研究を総括し、今後の研究課題を検討した。 
本論文は、MOT理論を現実の開発のから再構築しようとするものであり、その新規性に
おいて評価できるものである。 
以上の観点から、本論文は博士（応用情報科学）に値するものと認められる。 
 
 
